














































































日時：2020 年 7月 18日（土）　14：00～16：00
場所：Zoom会議
森平　崇文（立教大学）
3
センター
り、あらすじや演出家のコメント、登場人物のイラスト
の他、劇場の構造なども紹介されている。同じく中華
民国期の越劇の戯単『鳳簫相思』（雪声劇団、1946年、
13×18cm、全12頁）にも、配役、スタッフ一覧、あ
らすじ、歌詞、舞台写真、次回上演演目、劇団の紹介の
他、出演するラジオ番組の宣伝や主役やスタッフの文章
まで掲載され、観客にとっては知りたい情報が満載であ
る。人民共和国となった1950年代も越劇の戯単はこ
の体裁を踏襲しており、表紙は劇団や演目で異同がある
ものの、よりカラフルになっている。
　1950年代の越劇の戯単にはさらに、玉蘭劇団の「信
箱」、合作劇団の「答観衆来信」、少壮越劇団の「少壮信
箱」のように、観客からの投書とそれに対
する劇団の返信も掲載されており、演劇研
究において把握がとりわけ困難な観客の反
応や観客層を考察する上で非常に貴重な資
料を提供してくれる。また東山越芸社の戯
単には傅全香の「全香寄語」と范瑞娟の「演
余雑感」、少壮劇団の戯単には陸錦花の「錦
花小語」、芳華劇団の戯単には尹桂芳の「桂
芳随筆」と徐天紅の「天紅小語」、合作劇
団の戯単には戚雅仙の「雅仙随筆」という
ように、各劇団の花形俳優のエッセイが定
期的に掲載されており、メディアなどでの
公式な発言よりもファンに向けたメッセー
ジのため、演目や劇団等に関する俳優の肉
声がより窺いやすい。
　さらに1950年代の戯単は予想以上の
情報も我々に提供してくれる。例えば、越
劇『十三妹』（少壮越劇団、1955年、13
×18cm、全12頁）の戯単に掲載の「通
訊定票単」は、それを切り取って希望日時
や住所氏名を記入し、劇場に郵送すればチ
ケットの予約ができるようになっている。
越劇『梁紅玉』（栄芸越劇団、1954年、
17×17cm、全 18頁）の戯単には、シ
ナリオ、演出、演技、音楽、衣装など全9
項目からなるアンケート用紙の頁がある。
さらに、話劇『西望長安』（上海電影制片
廠演員劇団、1956年、18×27cm、全4頁）
の戯単には劇場へのバス、路面電車の路線
案内と終電の時刻が掲載されている。観劇
中に終電時刻を心配しないようにとの配慮
であろう。また滬劇『妓女涙』（勤芸滬劇団、
13×13cm、上演年と総頁数は不明）の戯
単には、「上海文芸工会滬劇分会義務顧問
医師一覧表」として内科、小児科、咽喉科
など9名の医師の氏名と連絡先、診療時
間も掲載されている。越劇『周仁献嫂』（新
新越劇団、1955年、13×13cm、全 32
頁）にも「本団医薬顧問」として2名の医師の氏名と
連絡先が確認できる。これらの情報が直ちに演劇研究に
資するものになるわけではないが、後世の我々は少なく
ともこれらの戯単を眺めながら当時の観客になった気分
で公演を追体験することができる。筆者も上海の代表的
総合娯楽施設「大世界」の1950年代を考察するに際し、
1955年、1956年、1966年の各戯単に記載の公演プ
ログラムと公演時間を見比べることが当時の公演の様子
を想像する上で大変役立った。戯単には我々の読解力、
咀嚼力次第で演劇研究に有効な情報が詰まっており、手
に取って眺めていると常に何らかの新しい発見がある。
図 1　‌話劇『阿Q正伝』中法劇社、1937 年
図３　‌越劇『桃花女破法』上海市振奮越劇団、
公演年不明
図４　甬劇『合家歓楽』鳳笙甬劇団、1954 年
図２　越劇『孔雀東南飛』東山越芸社、1950年
